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当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式／インデックス型 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 
日経平均株価の動きに連動する投資成果を目指
して、運用を行います。 

主 要 投 資 対 象 

朝 日 ラ イ フ 
日 経 平 均 
フ ァ ン ド 

朝日ライフ 日経平均マザー
ファンド受益証券を主要投資
対象とします。なお、株式等に
直接投資する場合があります。 

朝 日 ラ イ フ 
日 経 平 均 
マザーファンド 

国内の上場株式のうち、日経
平均株価に採用されている銘
柄を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

朝 日 ラ イ フ 
日 経 平 均 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合には、
制限を設けません。外貨建資
産への投資は行いません。 

朝 日 ラ イ フ 
日 経 平 均 
マザーファンド 

株式への投資割合には、制限
を設けません。外貨建資産へ
の投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時(11月15日。休業日の場合は翌営業日)
に、配当等収益を中心に、基準価額水準等を勘
案して、分配を行う方針です。ただし、分配対
象額が少額の場合は分配を行わないこともあり
ます。 

 

 
運用報告書(全体版) 

朝日ライフ  

日経平均ファンド 

愛称〔にいにいＧＯ〕 

第22期 

(決算日 2022年11月15日) 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、ご投資いただいております「朝日ライ

フ 日経平均ファンド」は、2022年11月15日に第

22期の決算を行いました。ここに、期中の運用

状況をご報告申し上げます。 

今後とも、一層のお引立てを賜りますようお

願い申し上げます。 
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○本報告書の表記について 

・原則として、数量、額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未満の数値については小数で表記する

場合があります。－印は、組入れ、異動などの該当がないことを示します。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 日 経 平 均 株 価 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

[ベンチマーク] 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

18期(2018年11月15日) 10,002 65 0.4 21,803.62 △ 1.0 88.3 11.2 2,211 

19期(2019年11月15日) 10,000 860 8.6 23,303.32 6.9 86.0 16.3 1,986 

20期(2020年11月16日) 10,435 835 12.7 25,906.93 11.2 93.1 9.8 1,931 

21期(2021年11月15日) 10,207 1,900 16.0 29,776.80 14.9 82.9 24.0 1,869 

22期(2022年11月15日) 9,743 0 △ 4.5 27,990.17 △ 6.0 72.1 27.7 2,036 
 

（注） 基準価額および分配金は1万口当たりの値です。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで計算しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので株式組入比率、株式先物比率は実質比率で記載しています。 

（注） 株式組入比率には新株予約権証券を含んでいます。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 

（注） ベンチマークは「日経平均株価」です。 

 「日経平均株価(日経平均)」は、株式会社日本経済新聞社によって独自に開発された手法によって、算出される著作物であり、株式会

社日本経済新聞社は、日経平均自体および日経平均を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有しています。 

 「日経」および「日経平均」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、全て株式会社日本経済新聞社に帰属します。 

 ファンドは、朝日ライフ アセットマネジメント株式会社の責任のもとで運用されるものであり、株式会社日本経済新聞社は、その運

用および受益権の取引に関して一切の責任を負いません。 

 株式会社日本経済新聞社は、日経平均を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延または中断に関して、責任を負

いません。 

 株式会社日本経済新聞社は、日経平均の構成銘柄、計算方法、その他日経平均の内容を変える権利および公表を停止する権利を有して

います。 

 (以下同じです｡) 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 日 経 平 均 株 価 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 [ベンチマーク] 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年11月15日 10,207 － 29,776.80 － 82.9 24.0 

11月末 9,531 △ 6.6 27,821.76 △ 6.6 94.0 5.4 

12月末 9,875 △ 3.3 28,791.71 △ 3.3 94.1 5.5 

2022年１月末 9,260 △ 9.3 27,001.98 △ 9.3 93.8 5.5 

２月末 9,098 △10.9 26,526.82 △10.9 94.1 5.5 

３月末 9,622 △ 5.7 27,821.43 △ 6.6 93.1 6.3 

４月末 9,282 △ 9.1 26,847.90 △ 9.8 94.3 5.5 

５月末 9,422 △ 7.7 27,279.80 △ 8.4 94.7 4.7 

６月末 9,124 △10.6 26,393.04 △11.4 94.0 5.5 

７月末 9,605 △ 5.9 27,801.64 △ 6.6 94.4 4.7 

８月末 9,704 △ 4.9 28,091.53 △ 5.7 94.8 4.7 

９月末 9,034 △11.5 25,937.21 △12.9 72.1 26.9 

10月末 9,596 △ 6.0 27,587.46 △ 7.4 71.4 28.2 

(期  末)       

2022年11月15日 9,743 △ 4.5 27,990.17 △ 6.0 72.1 27.7 
 

（注） 基準価額は1万口当たりの値です。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比で計算しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので株式組入比率、株式先物比率は実質比率で記載しています。 

（注） 株式組入比率には新株予約権証券を含んでいます。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 
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◎運用経過(2021年11月16日～2022年11月15日) 

○当期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示しています。 

（注） ベンチマークは「日経平均株価」です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な上昇要因として、新型コロナウイルス治療薬への期待、国内企業の好調な決算、円安ド

ル高の進行、日銀による金融緩和維持の方針、原油価格の下落、英トラス政権による減税政策

の撤回、FOMC(米連邦公開市場委員会)での金融引き締めの減速が議論されるとの報道などが挙

げられます。 

主な下落要因として、強い感染力の疑われる新型コロナウイルス変異株(オミクロン株)の出

現、米CPI(消費者物価指数)などインフレ指標の高い伸び率、原油価格の上昇、ロシアのウク

ライナ軍事侵攻による地政学リスク、FRB(米連邦準備理事会)による積極的な金融引き締め、

米国株の大幅下落などが挙げられます。 
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○投資環境 
当期の国内株式市場は、日経平均株価が29,776.80円(2021年11月15日)から期中の高値圏で

始まり、11月16日に日経平均株価は期中最高値となる29,808.12円をつけました。その後は、
強い感染力が疑われるオミクロン株出現による経済活動正常化の遅延懸念から下落しました
が、オミクロン株を巡る経口治療薬の製造販売承認の申請などが好感され反発しました。 
2022年明け以降は、オミクロン株の国内感染者増加などから下落基調で推移し、1月下旬以

降に国内企業の堅調な10-12月期決算などを背景に反発する場面も見られましたが、1月米CPI
の高い伸び率を受けた米金融引き締め前倒しへの警戒感やウクライナへの軍事侵攻を開始し
たロシアへの経済制裁による世界経済への懸念、原油価格の上昇などが嫌気されて再度大幅に
下落し、3月9日に日経平均株価は期中最安値となる24,717.53円をつけました。 
その後は、米長期金利の上昇を背景とする円安ドル高の進行により急反発しましたが、4月

以降は、FRBによる積極的な金融引き締めへの警戒感から米国株が下落したことなどから5月上
旬まで軟調に推移しました。5月中旬以降は、日銀の黒田総裁が金融緩和継続の方針を示した
ことなどから上昇しましたが、5月の米CPIの大幅な伸びを受けFRBによる金融引き締め継続へ
の懸念などから反落しました。 
7月に入ってからは、原油価格の下落を受けたインフレ懸念の後退による米国株の上昇など

から上昇したものの、8月中旬以降は、ジャクソンホール会議においてパウエルFRB議長が金融
引き締めに積極的な姿勢を強調したことで米国株が暴落したことなどから下落に転じました。
9月中旬に、世界景気の減速懸念を背景とした原油価格の急落などから一時的に反発しました
が、8月の米CPIの伸びが市場予想を上回りFRBによる大幅利上げが継続するとの見方が広がる
と続落しました。 
その後期末にかけては、英トラス政権が減税政策を撤回したことや、12月にFOMCで利上げ幅

縮小が議論されるとの報道により利上げ幅縮小観測が強まったことなどから上昇し、期末であ
る11月15日に日経平均株価は27,990.17円で終了しました。 
 

○当ファンドのポートフォリオ 
主要投資対象である朝日ライフ 日経

平均マザーファンド(以下「マザーファン
ド」といいます｡)受益証券に投資するこ
とにより、実質的な運用をマザーファン
ドで行っています。また、資金流出入への
対応と株式の実質組入比率を高める観点
から、日経平均先物取引を活用し、先物を
含む実質株式組入比率については概ね高
水準を維持しました。 
マザーファンドは日経平均株価の動き

に連動する投資成果を目指して運用を行
いました。期首に225銘柄への投資でス
タートし、期末も全225銘柄への投資を継
続しております。 
  

  
（注） 日経平均株価は、期首の基準価額をもとに指数化したものです。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは「日経平均株価」をベンチマー

クとします。 

コメント・グラフは、基準価額とベンチマー

クの騰落率の対比です。 

 

 
 

 

 

  

ベンチマークが6.0％下落したのに対し、基

準価額は4.5％下落となり、ベンチマークを

1.5％上回る結果となりました。マザーファ

ンドの組入銘柄にかかる受取配当金は、マ

ザーファンドに収益計上され、当ファンドの

基準価額にも反映されます。一方でベンチ

マークは受取配当金を加味していないため、

この差がプラス要因となりました。また、

ファンドから信託報酬等のコストが控除さ

れたことが、マイナス要因となりました。 

実績トラッキングエラー 

過去1年(2021年11月～2022年10月)の実績ト

ラッキングエラーは1.12％(年率)となりま

した。 
※実績トラッキングエラーとは、ファンドの基準価

額騰落率からベンチマークの騰落率を差し引いた

ベンチマークとの差異の振れの度合いを示す指標

で、この値が低いほど、ファンドのベンチマークに

対する連動性が高いと考えることができます。 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み(税込み)です。 
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○分配金 

当期の分配金につきましては、収益分配方針に基づき、基準価額水準などを勘案して、見送

らせていただきました。 

なお、収益分配にあてず信託財産内に留保した利益につきましては、運用の基本方針に基づ

いて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第22期 

2021年11月16日～ 
2022年11月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,609   
（注） 対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益および当期の収益以外は、小数点以下を切捨てて表示しているため、合計した額が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

マザーファンドと日経平均先物への投資により株式の実質組入比率を高位に保ち、日経平均

株価に連動した投資成果を目指します。マザーファンドにつきましては、日経平均株価採用銘

柄への投資を行うことにより、日経平均株価の動きに連動する投資成果を目指します。その際、

連動性を損なわない範囲で、信用リスクが高いと判断される銘柄を除外する場合があります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年11月16日～2022年11月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 52  0.550  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (21)  (0.220)     委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (21)  (0.220)     交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
   情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (10)  (0.110)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.003   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際に支払う手数料です。 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.002)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.006   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)     監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用です。 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)     信託事務の処理等に関するその他の費用 

 合 計 53   0.559    

期中の平均基準価額は、9,429円です。  

 
（注） 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含みます。)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するも

のを含みます。 

（注） 各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含みます。)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第3位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く｡)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(1口当たり)を乗じた数で除

した総経費率(年率)は0.56％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年11月16日～2022年11月15日) 

 

種 類 別 
買 建 売 建 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 

国 
内 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 108 109 － － 

 
（注） 金額は受渡代金です。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
朝日ライフ 日経平均マザーファンド 142,485 397,000 172,252 482,500 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年11月16日～2022年11月15日) 

 

項 目 
当 期 

朝日ライフ 日経平均マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,696,669千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,989,083千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.56   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月16日～2022年11月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

先物取引の種類別取引状況 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2022年11月15日現在) 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 日経２２５ 28 － 
 
 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

朝日ライフ 日経平均マザーファンド 763,279 733,512 2,015,471 
 
（注） 親投資信託の当期末の受益権総口数は、1,225,429千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年11月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

朝日ライフ 日経平均マザーファンド 2,015,471 98.2 

コール・ローン等、その他 36,841 1.8 

投資信託財産総額 2,052,312 100.0 
 
 
 

  

先物取引の銘柄別期末残高 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,051,762,560   

 コール・ローン等 34,871,111   

 朝日ライフ 日経平均マザーファンド(評価額) 2,015,471,999   

 未収入金 619,450   

 差入委託証拠金 800,000   

(B) 負債 15,656,943   

 未払解約金 10,187,360   

 未払信託報酬 5,415,394   

 未払利息 95   

 その他未払費用 54,094   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,036,105,617   

 元本 2,089,875,282   

 次期繰越損益金 △   53,769,665   

(D) 受益権総口数 2,089,875,282口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,743円 

 
（注） 期首元本額は1,831,684,792円、期中追加設定元本額は

819,509,738円、期中一部解約元本額は561,319,248円です。 

（注） 投資信託財産計算規則第55条の6第10号に規定する額は以下の

とおりです。 

元本の欠損(当期末)53,769,665円 
 

○損益の状況 (2021年11月16日～2022年11月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     28,943   

 支払利息 △     28,943   

(B) 有価証券売買損益 △ 46,474,460   

 売買益 33,453,744   

 売買損 △ 79,928,204   

(C) 先物取引等取引損益 △    131,984   

 取引益 3,809,769   

 取引損 △  3,941,753   

(D) 信託報酬等 △ 11,014,694   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △ 57,650,081   

(F) 前期繰越損益金 5,554,992   

(G) 追加信託差損益金 △  1,674,576   

 (配当等相当額) (  513,354,239)  

 (売買損益相当額) (△515,028,815)  

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △ 53,769,665   

(I) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) △ 53,769,665   

 追加信託差損益金 △  1,674,576   

 (配当等相当額) (  514,120,845)  

 (売買損益相当額) (△515,795,421)  

 分配準備積立金 31,265,219   

 繰越損益金 △ 83,360,308   
 

（注） (B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は期末の

評価換えによるものを含みます。 

（注） (D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注）分配金の計算過程 

計算期間末における費用控除後の配当等収益(25,710,227円)、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益(－円)、

信託約款に規定する収益調整金(514,120,845円)および分配準

備積立金(5,554,992円)より分配可能額は545,386,064円

(10,000口当たり2,609円)ですが、当期は分配を行いませんで

した。 
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